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１．概要（Summary） 

超短パルスファイバレーザーは，精密加工に有用であ

るが，発振波長は用いるファイバ光増幅器の帯域で制限

され，更なる広帯域化が求められている．本研究では、高

出力が得られる Ybファイバーレーザーを光源として、

PBGF を用いた高エネルギーpsパルスの制御実験を試

みた． 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 フェムト秒レーザー加工分析システム 

 

・実験方法 

光源には，高出力超短パルス Yb添加ファイバレーザ

ーを用いた．中心波長 1040 nm，繰り返し周波数 100 

kHzで，時間幅 400 fsのJの高エネルギー超短パルス

を出力する．このパルスを中空のフォトニックバンドギャッ

プファイバ(PBGF)に結合し，パルス光の PBGF伝搬に

おける諸特性を評価した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

PBGFの出力光強度に対する出力パルスの中心波長

の変化を Fig.1に示す．PBGF中の異常分散とラマン散

乱，およびソリトン効果によって，結合強度の増加に伴っ

て，中心波長が連続に長波長側にシフトする，ラマンソリト

ンパルスの生成が観測された．通常の光ファイバでは，

J レベルのパルスの場合，誘起する非線形効果が大き

すぎ，パルス自身が劣化・崩壊してしまう．一方，今回用

いたPBGFは中空であるため，非線形係数が非常に小さ

く，高エネルギーパルスの制御に適していると言える． 

 Fig. 2は，PBGFの出力光強度に対する出力パルスの

自己相関波形の時間幅の変化を表している．出力光強

度の増加に伴って，ソリトン効果によってパルス幅が圧縮

されている様子が分かる．ファイバ長を最適化した結果，

最短で自己相関波形の幅で 153fs，パルス幅 96fsの圧

縮された超短パルス光の生成が観測された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし． 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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６．関連特許（Patent） 

 なし． 

Fig.1 Power dependence of the 

wavelength of Raman shifted 

pulse 

Fig.2 Power dependence of 

the autocorrelation trace 

width 


